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『
管
子
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外
言
類
の
法
思
想
に
つ
い
て
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じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
筆
者
は
先
に
「
『
懸
子
』
虚
言
類
の
法
思
想
に
つ
い
て
」
に
於
い
て
、
こ
れ
ま
で
未
発
達
と
さ
れ
て
き
た
言
言
類
の
法
思
想
を
、
法
に

通
じ
る
基
準
と
し
て
の
令
が
経
言
類
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
　
一
部
の
資
料
で
は
あ
る
が
後
世
の
法
思
想
と
経
書
類
の
法
思
想
と
が
一

致
す
る
こ
と
と
を
指
摘
し
て
、
一
審
に
は
未
発
達
と
は
言
い
き
っ
て
し
ま
え
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
経
言
類
の
成
立
時
期
と
韓
非

の
生
き
た
時
代
と
を
考
え
た
時
、
韓
非
が
「
管
の
法
」
と
い
っ
て
『
黒
子
』
の
法
思
想
の
基
本
認
識
と
見
な
し
た
の
は
、
恐
ら
く
罵
言
類

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
経
言
類
の
法
思
想
が
本
当
に
『
管
笛
』
の
法
思
想
の
基
本
認
識
と
な
り
う
る
否
か
の
確
認
を

『
管
子
』
外
言
類
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
試
み
て
み
た
い
。

　
外
藩
類
は
『
管
子
』
八
類
の
な
か
で
早
言
類
に
次
い
で
位
置
す
る
。
成
立
年
も
母
地
に
つ
い
で
古
い
と
考
え
て
よ
く
、
お
お
よ
そ
戦
国

期
後
半
か
ら
奏
或
は
漢
初
期
ま
で
に
、
五
寺
童
、
宙
合
篇
、
櫃
言
篇
、
農
具
篇
、
法
号
篇
、
思
令
篇
、
法
法
楽
、
兵
法
篇
の
八
篇
が
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
八
篇
は
い
ず
れ
も
そ
こ
で
説
か
れ
る
思
想
が
多
種
多
様
で
、
一
家
の
思
想
と
し
て
収
束
で
き
る
も
の
で
は
な

㎏
。
こ
れ
は
、
重
言
類
と
共
通
す
る
こ
と
で
あ
り
、
外
言
類
が
経
言
類
を
襲
う
も
の
で
あ
る
こ
と
の
現
れ
で
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
仁
恩

類
の
「
外
」
は
次
の
内
言
類
の
「
内
」
に
対
し
て
言
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
経
言
類
の
「
経
」
に
対
し
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
外
項
類
は
誹
言
類
を
踏
ま
え
て
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
繕
言
類
で
展
開
さ
れ
る
論
の
起
点
は

経
言
類
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
く
、
外
言
類
は
経
言
類
で
な
さ
れ
た
主
張
の
理
論
的
な
強
化
や
反
省
を
加
え
た
り
す
る
役
割
を
は
た
す
も
の

と
い
え
よ
う
。
外
耳
類
の
主
張
は
経
言
類
よ
り
も
当
然
理
論
的
に
は
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
経
悪
事
で
の
主
張
と
外
言
類
の

そ
れ
と
を
比
較
検
討
す
れ
ば
経
言
か
ら
外
言
へ
と
推
移
す
る
う
え
で
の
思
想
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
、
対
照
し
た
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結
果
、
射
的
の
法
思
想
に
さ
し
た
る
差
異
が
な
け
れ
ば
、
経
営
類
の
法
思
想
が
『
沙
子
』
の
法
思
想
の
基
本
認
識
た
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
と
思
う
。
経
言
路
の
法
思
想
と
比
較
検
討
を
行
う
た
め
に
、
先
ず
は
外
言
忌
の
法
思
想
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
経
言
類
で
は
直
接
法
の
術
語
が
用
い
ら
れ
る
記
述
は
数
え
る
程
し
か
な
く
、
た
と
え
ば
筆
法
篇
や
版
法
篇
の
よ
う
に
違
名
に
法
の
語
を

有
し
て
い
る
篇
で
も
法
を
主
題
と
し
た
論
の
展
開
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
迂
言
類
に
な
る
と
法
と
い
う
言
葉
は
入
零
す
べ
て

に
見
る
こ
と
が
出
来
て
、
そ
れ
だ
け
法
に
つ
い
て
の
議
論
が
進
ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
。
な
に
よ
り
も
、
外
言
過
に
は
法
を
専
論
と
す
る
法

法
篇
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
外
面
類
の
法
思
想
の
大
要
を
窺
う
意
味
で
法
法
篇
の
法
思
想
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

　
法
法
篇
は
冒
頭
で
ま
ず
、

　
「
不
法
法
、
則
事
母
常
。
法
不
法
、
則
令
不
行
。
令
而
不
行
、
則
令
不
法
也
。
」

と
い
っ
て
、
法
を
国
家
に
お
い
て
「
常
」
な
る
も
の
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
の
時
う
法
を
提
唱
し
た
の
で
は
な
く
「
法

を
法
と
」
す
る
事
を
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
法
そ
の
も
の
は
既
に
在
っ
た
と
い
え
る
。
ζ
れ
は
、
お
そ
ら
く
泣
言
類
で
提
唱
さ
れ
た
法
が
、

十
分
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
反
省
で
あ
ろ
う
。
法
を
政
治
的
手
段
と
し
て
提
唱
し
た
の
は
い
い
が
、
そ
れ
が
本
当
に
政
治
社
会
で

認
知
さ
れ
確
立
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
法
は
な
い
に
等
し
く
、
法
の
目
的
で
あ
る
令
の
保
証
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
法
篇
の
論
は
こ
の
反
省
を
起
点
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
続
け
て
、

　
「
三
廻
不
行
、
則
修
令
者
不
審
也
。
審
而
不
行
、
則
賞
罰
軽
率
。
重
心
不
行
、
則
賞
罰
不
信
也
。
信
而
不
行
、
則
不
以
身
先
業
也
。
」

と
い
っ
て
、
法
が
確
立
さ
れ
て
も
そ
れ
が
執
行
さ
れ
な
い
事
態
を
引
き
起
こ
す
理
由
と
し
て
、
官
僚
、
刑
罰
、
君
主
の
各
々
好
ま
し
く
な

い
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
法
は
こ
れ
ら
と
密
接
に
関
係
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
こ
で
、
法
法
喜
の
法
思
想
を
法
自
体
、
そ
れ
と
賞
罰
、
君
主
、
官
僚
と
の
関
係
か
ら
個
別
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
法
が
い
か
な
る
目
的
で
説
か
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
冒
頭
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
令
の
根
拠
を
政
治
的
に

確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
令
の
履
行
を
保
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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「
使
民
衆
為
己
用
奈
何
。
日
、
法
立
暴
行
、
則
民
之
用
坐
卓
　
。
法
不
立
令
不
行
、
則
民
之
用
者
寡
　
。
」

　
「
計
上
之
所
以
愛
民
者
、
為
用
之
愛
之
也
。
県
単
民
之
故
、
不
祥
殿
法
廟
令
、
則
是
失
所
以
軍
民
　
。
」

こ
こ
で
法
は
令
と
並
称
さ
れ
、
人
民
を
国
家
の
た
め
に
利
用
す
る
手
段
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
法
は
令
の
履
行
を
確
実
に
し
、
そ
れ

に
よ
り
国
家
利
用
の
た
め
の
人
民
統
制
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
法
法
篇
で
こ
れ
に
つ
い
て
関
係
す
る
記
述
は
概
ね
、

　
「
軍
令
立
田
、
又
易
之
、
礼
儀
已
行
、
挙
止
之
、
度
量
已
制
、
早
撮
之
、
刑
法
雪
辱
、
又
年
酒
。
如
是
、
則
慶
事
錐
重
、
民
田
勤
也
。

殺
回
錐
繁
、
民
不
畏
也
。
故
日
、
上
無
固
植
、
下
襲
疑
心
、
国
無
常
経
、
民
力
必
端
、
数
也
。
」

　
「
故
法
耳
語
立
、
令
之
所
行
者
多
、
而
所
廃
者
寡
、
則
民
不
誹
議
。
民
不
誹
議
、
則
聴
従
　
。
法
之
所
立
、
令
之
所
行
、
與
其
所
廃
者

鉤
、
則
国
母
常
経
。
国
母
常
経
、
土
民
凶
行
　
。
法
之
所
立
、
令
之
所
行
者
寡
、
堅
甲
廃
者
多
、
則
民
不
聴
。
民
不
聴
、
糖
葉
人
国
訓
姦

邪
作
　
。
」

　
「
故
日
、
令
重
至
宝
、
社
叢
先
於
親
戚
、
法
重
難
民
、
威
権
於
爵
禄
。
故
不
為
重
宝
軽
號
令
、
不
為
親
戚
凝
滞
稜
、
不
為
君
民
柾
法
律
、

不
為
爵
禄
分
威
権
。
故
日
、
勢
非
所
以
予
人
也
。
」

と
い
う
記
述
で
、
法
が
国
家
の
基
準
と
し
て
確
立
さ
れ
、
安
定
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
、
経
言
類
で

説
か
れ
た
「
令
」
の
あ
り
方
と
共
通
す
る
。

　
次
に
、
法
と
賞
罰
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
法
法
篇
で
主
張
さ
れ
る
賞
罰
の
目
的
は
、

　
「
爵
不
尊
、
緑
三
重
者
、
不
與
図
難
犯
危
。
以
其
道
為
未
可
以
求
之
也
。
」

　
「
嘗
胆
愛
民
用
民
、
則
民
之
不
用
明
　
。
夫
善
用
民
事
、
殺
之
危
之
、
労
之
一
塁
、
飢
之
渇
之
。
晶
出
者
、
苦
潮
之
此
極
也
。
富
民
母

可
與
慮
害
己
者
。
」

と
い
っ
て
、
人
民
利
用
の
手
段
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
人
間
は
奉
仕
や
愛
情
だ
け
で
は
国
家
の
為
に
は
働
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
利
益

を
求
め
危
害
を
避
け
よ
う
と
す
る
人
間
の
性
情
を
巧
み
に
利
用
す
る
た
め
に
、
賞
罰
を
用
い
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観
は
韓
非
の
そ
れ
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
経
言
類
に
お
い
て
賞
罰
は
令
に
付
随
し
て
説
か
れ
て
い
た
が
、
法
法
篇
に
お
い
て
も
賞
罰
は
令
に
付
随
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
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「
令
未
布
、
而
民
或
為
之
、
而
賞
従
之
、
則
是
上
妄
過
量
。
上
妄
予
、
則
功
臣
怨
。
功
臣
怨
、
而
愚
民
早
事
於
運
勢
。
愚
民
業
事
於
妄

作
、
則
大
乱
之
本
也
。
」

　
「
令
未
布
、
而
罰
及
之
、
則
早
上
妄
訣
也
。
上
妄
諌
、
則
民
甦
生
。
民
甦
生
、
則
暴
人
士
、
曹
華
華
、
而
乱
賊
作
　
。
」

つ
ま
り
、
令
が
ま
だ
公
布
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
賞
罰
は
執
行
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
賞
罰
は
令
に
付
随
し
規
定
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
然
る
後
に
令
の
履
行
を
保
証
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
賞
罰
は
令
に
付
随
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
確
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

　
「
半
輪
布
、
而
賞
不
従
、
則
是
認
民
不
勤
勉
、
不
行
制
、
不
死
節
。
民
不
勤
勉
、
不
行
制
、
不
死
節
、
宣
戦
不
勝
而
守
不
固
。
戦
不
勝

而
守
不
固
、
則
国
不
安
　
。
」

　
「
令
巳
布
、
而
罰
不
及
、
則
是
三
民
不
急
。
民
不
聴
、
則
強
者
立
。
強
者
立
、
則
主
位
危
　
。
」

と
い
っ
て
、
令
の
目
的
で
あ
る
人
民
の
利
用
が
な
さ
れ
ず
、
た
と
え
ば
戦
争
な
ど
で
は
国
家
在
亡
に
影
響
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
為
政
者

と
し
て
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

　
「
猛
毅
之
君
者
、
軽
訣
。
軽
訣
之
流
、
道
正
者
不
安
。
道
正
者
不
安
、
則
在
能
之
臣
、
去
亡
　
。
」

・
と
い
い
、
賞
罰
の
基
準
が
確
立
し
て
な
け
れ
ば
優
秀
な
人
材
の
確
保
も
難
し
く
な
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
賞
罰
は
令
の
履
行
を
保
証
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
令
に
確
実
に
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
性
質
を
有
す
る
と
言
え
る
。

　
法
法
曽
の
賞
罰
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
賞
に
つ
い
て
そ
れ
を
特
徴
付
げ
る
よ
う
な
記
述
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
一
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刑
罰
に
つ
い
て
は
そ
の
執
行
に
恩
情
の
介
在
を
許
さ
な
い
厳
罰
主
義
の
姿
勢
を
特
徴
と
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
「
愚
母
重
罪
、
過
不
大
也
。
民
母
大
過
、
上
寿
赦
也
。
上
赦
小
過
、
則
民
多
重
罪
。
積
樽
所
生
也
。
正
日
、
赦
出
、
則
民
不
敬
、
恵
行
、

則
過
日
益
。
」

　
「
恵
赦
加
於
民
、
而
囹
圃
錐
実
、
殺
鐵
錐
繁
、
姦
不
勝
　
。
重
日
、
邪
莫
心
事
禁
止
。
」

　
「
凡
赦
者
、
小
利
而
大
害
者
也
。
…
…
母
赦
者
、
小
害
而
大
利
者
也
。
」

　
こ
の
よ
う
な
厳
罰
主
義
的
な
政
治
的
態
度
は
必
罰
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
刑
罰
を
執
行
す
る
際
の
規
定
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
厳
罰
が
法
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
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「
文
有
三
盛
、
聖
母
一
赦
。
恵
者
多
赦
者
也
。
先
易
而
後
難
、
久
而
不
勝
其
様
。
法
母
赦
者
也
。
先
難
而
後
弾
、
久
而
不
勝
三
具
。
故

旧
者
、
民
之
仇
雛
也
。
法
者
、
民
之
父
母
也
。
」

　
こ
の
記
述
で
法
が
厳
罰
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
明
言
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
厳
罰
が
国
家
的
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
人
民
も

そ
の
恩
恵
に
預
か
る
こ
と
か
ら
厳
罰
を
規
定
す
る
法
を
人
民
の
父
母
で
あ
る
と
も
定
義
し
て
い
る
。

　
賞
罰
は
令
に
付
随
し
て
人
民
を
国
家
の
た
め
に
利
用
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
賞
罰
の
令
へ
の
付
随
は
絶
対
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

刑
罰
に
限
っ
て
み
る
と
特
徴
と
し
て
厳
罰
主
義
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の
厳
罰
主
義
は
法
と
し
て
定
義
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
君
主
と
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
法
法
篇
で
は
、
君
主
が
法
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
を
法
の
政
治
的
な
必
要
性
か
ら
主
張
す
る
。

　
「
規
矩
者
方
圓
之
正
也
。
難
巧
目
利
手
、
不
如
拙
規
矩
之
正
方
圓
也
。
故
巧
者
能
正
規
矩
、
不
能
廃
規
矩
而
正
方
園
。
錐
聖
人
能
生
法
、

不
能
廃
法
而
治
国
。
故
錐
有
明
智
高
行
、
三
法
而
治
、
是
廃
規
矩
而
正
方
返
報
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
政
治
に
は
法
と
い
う
客
観
的
な
基
準
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
法
を
用
い
な
け
れ
ば
政
治
は
う
ま
く
行
わ
れ
な
い
。
こ
れ
は
法
が
令
の
履

行
を
保
証
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
君
主
は
令
の
履
行
を
保
証
す
る
た
め
の
法
に
束
縛
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

理
由
以
外
に
、
法
法
篇
に
は
い
ま
一
つ
令
が
君
主
を
束
縛
す
る
理
由
が
説
か
れ
て
い
る
。

　
コ
日
、
凡
人
君
之
徳
行
威
厳
、
非
野
曝
壼
賢
於
人
里
。
日
、
人
君
也
。
故
従
軍
貴
之
、
不
敢
論
其
徳
行
之
高
卑
、
有
故
。
為
其
殺
生

急
於
尊
命
也
。
富
人
浮
人
、
使
人
相
畜
也
。
人
主
操
此
六
者
、
以
畜
其
臣
。
人
臣
亦
望
此
半
者
、
以
事
諸
君
。
君
臣
直
会
、
六
者
為
之
媒
。

…
…
六
三
在
臣
、
則
主
蔽
　
。
主
蔽
者
、
失
其
令
也
。
」

　
君
主
が
他
の
人
間
と
能
力
的
に
差
異
が
な
く
て
も
君
主
と
し
て
君
臨
で
き
、
ま
た
そ
れ
に
人
民
が
服
従
す
る
理
由
は
、
君
主
が
人
民
の

生
死
・
貧
富
・
貴
賊
を
操
れ
る
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
君
臣
関
係
は
ま
さ
に
こ
の
君
主
が
六
つ
の
も
の
を
操
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
。
こ
の
六
つ
の
も
の
を
君
主
が
操
り
う
る
理
由
が
令
な
の
で
あ
る
。
君
主
は
令
に
よ
っ
て
君
臨
し
う
る
。
だ
か
ら
、
君
主
に
と
っ

て
令
は
人
民
利
用
の
手
段
で
あ
る
以
前
に
自
分
自
身
の
存
在
を
保
証
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
令
を
君
主
に
と
っ
て
の

「
大
宝
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
明
確
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
「
重
日
、
墨
入
而
不
出
、
謂
之
蔽
、
令
出
而
不
入
、
謂
之
雍
、
令
円
卓
不
行
、
謂
之
牽
、
令
入
而
不
至
、
謂
之
鍛
。
牽
暇
蔽
塞
固
事
君

［
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者
、
非
敢
杜
其
門
而
当
主
戸
也
。
為
令
之
有
所
不
行
也
。
此
其
所
蓋
然
者
、
由
賢
人
不
至
而
忠
臣
不
用
也
。
故
人
主
不
可
以
不
慎
野
羊
。

令
者
人
主
之
大
宝
也
。
」

　
君
主
に
と
っ
て
令
は
国
家
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
自
分
自
身
の
存
在
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
令

が
保
証
さ
れ
る
必
要
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
役
割
を
果
た
す
も
の
が
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
君
主
は
法
に
束
縛
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
理
由
で
君
主
の
行
動
は
法
の
枠
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
令
の
履
行
が
保
証
さ
れ
る
。
で
は
、
法
は

君
主
の
行
動
を
ど
の
よ
う
に
規
制
す
る
の
か
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

　
「
君
有
三
欲
割
球
。
道
警
不
節
、
則
上
位
危
。
三
身
者
何
也
。
一
日
、
求
。
二
日
、
禁
。
三
日
、
令
。
求
必
欲
得
、
禁
必
欲
止
、
令
必

欲
行
。
些
些
者
、
其
得
寡
。
禁
止
者
、
其
止
寡
。
令
馴
者
、
雲
行
可
。
求
而
不
得
、
則
威
日
損
。
禁
而
不
止
、
則
刑
罰
侮
。
令
而
不
行
、

三
下
三
三
。
故
未
有
能
多
求
而
三
二
者
也
。
未
有
能
多
禁
而
多
半
者
也
。
未
有
能
多
令
而
多
行
者
也
。
」

　
「
故
置
法
以
自
治
、
立
儀
以
自
正
也
。
誌
上
不
行
、
則
民
不
服
。
彼
民
不
服
法
節
制
、
則
国
電
乱
　
。
官
営
、
有
道
之
君
、
行
法
擬
制
、

先
民
服
也
。
」

　
「
明
君
不
為
親
戚
危
其
社
員
。
社
稜
戚
至
親
。
不
為
君
欲
変
其
令
。
令
尊
於
君
。
不
為
重
宝
分
其
戚
。
威
貴
置
碁
。
不
為
愚
民
藺
論
法
。

法
愛
三
民
。
」

先
ず
一
つ
は
、
君
主
は
政
治
的
に
色
々
な
欲
求
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
自
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
令
や
刑
罰
な
ど
は
、

明
言
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
執
行
さ
れ
る
た
め
の
数
的
な
限
界
が
あ
り
、
そ
れ
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。
二
つ
に
は
自
分
が
率
先
し
て
人

民
に
法
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
つ
に
は
自
分
の
欲
求
や
感
情
で
令
や
刑
罰
を
変
更
し
た
り
、

政
治
を
私
物
化
し
て
は
い
け
な
い
。
私
物
化
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
即
ち
法
に
従
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
君
主
と
法
に
つ
い
て
総

括
す
る
と
、
両
者
の
関
係
は
令
を
媒
介
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
君
主
に
と
っ
て
令
は
政
治
的
な
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
自
己
の
存
在
を
保

証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
令
は
ま
さ
に
「
大
宝
」
で
あ
る
。
こ
の
令
を
「
大
宝
」
た
ら
し
め
る
根
拠
と
な
る
も
の
が
法
で
あ
る
。
令
は
法

に
規
定
さ
れ
て
こ
そ
令
と
し
て
確
立
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
君
主
は
「
大
宝
」
た
る
令
を
確
立
さ
せ
る
た
め
に
自
ら
の
行
動
を
法
の
枠

内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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君
主
の
行
動
が
法
の
枠
内
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
官
僚
と
法
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

　
法
法
篇
で
は
直
接
、
法
と
官
僚
と
を
結
び
つ
け
た
論
は
み
ら
れ
な
い
。
官
僚
に
つ
い
て
頻
繁
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
政
治
を
う
ま

く
行
う
た
め
に
は
、
君
主
が
有
能
な
人
材
を
登
用
し
能
力
や
功
績
に
応
じ
て
正
し
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
聞
賢
而
不
挙
殆
。
聞
善
而
不
索
殆
。
見
能
而
不
使
殆
。
」

　
「
賢
者
食
即
自
、
則
習
事
而
民
従
。
闘
士
食
於
功
、
則
卒
軽
患
而
傲
敵
。
上
尊
而
民
従
、
卒
軽
患
而
傲
敵
、
二
者
設
興
国
、
則
天
下
治
、

而
主
安
　
。
」

　
「
一
日
、
賢
人
不
至
、
謂
之
蔽
、
忠
臣
不
用
、
謂
之
塞
。
」

経
鼻
類
で
の
官
僚
に
つ
い
て
の
記
述
も
有
能
な
人
材
と
適
材
適
所
の
人
事
に
終
始
し
て
お
り
、
直
接
、
法
で
官
僚
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
規
定
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
論
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
官
僚
を
君
主
と
と
も
に
政
治
を
行
う
相
手
と
み
な
す
こ
と
に
よ

る
が
、
法
法
篇
で
も
こ
の
認
識
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
法
法
篇
で
法
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ
こ
で
は
先
ず
、
法
を
政
治
的
な
基
準
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
か
ら
論
及
が
行
わ
れ
、

つ
い
で
法
と
令
と
の
関
連
付
け
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
法
を
令
の
根
拠
と
し
て
政
治
上
に
確
立
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
令
の
履
行
を
保
証
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
令
の
履
行
を
保
証
す
る
手
段
の
刑
罰
が
厳
罰
主
義
的
に
法
と
し
て
規
定
さ

れ
た
り
、
令
を
政
治
的
手
段
と
す
る
君
主
の
行
為
が
令
の
履
行
の
た
め
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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二

　
外
言
類
は
、
八
篇
か
ら
な
る
集
ま
り
で
あ
る
が
、
前
章
で
法
法
篇
を
考
察
し
た
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
残
り
の
五
輔
翼
、
宙
橡
麺
、
福

言
質
、
八
観
篇
、
海
禁
篇
、
重
令
篇
、
兵
法
篇
で
説
か
れ
る
法
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
七
篇
は
法
法
螺
の
よ
う
に

法
が
議
論
の
核
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
諸
々
の
議
題
で
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
篇
に
も
法
と
い
う
言
葉
は
見
る

こ
と
が
出
来
て
、
立
言
類
で
な
さ
れ
る
ど
ん
な
議
論
に
も
法
が
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
法
は
不
可
欠
な
も
の
と

し
て
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。



　
さ
て
、
そ
こ
で
法
に
つ
い
て
の
記
述
を
拾
っ
て
み
る
と
、

　
「
諌
臣
死
而
誤
臣
尊
、
私
情
行
而
公
法
殿
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
観
篇
）

　
「
君
壼
置
其
儀
、
則
百
官
守
其
上
、
上
明
陳
軍
制
、
則
下
墨
会
其
度
　
。
君
上
置
其
儀
也
不
一
、
則
下
之
倍
法
而
立
逆
理
尊
属
多
　
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
三
三
）

　
「
君
不
能
審
立
其
法
、
以
三
下
制
、
則
百
姓
之
立
私
理
而
重
語
利
者
必
衆
　
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
禁
篇
）

と
あ
っ
て
、
法
は
政
治
的
に
私
的
な
も
の
に
相
対
す
る
公
的
な
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
公
と
私
と
の
対
立
す
る
概
念
を
は
っ
き
り

と
示
し
て
、
私
を
排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
主
張
は
、
個
人
的
な
基
準
と
国
家
的
な
基
準
は
相
反
す
る
も
の
と
い
う
考
え
に
立

脚
し
、
社
会
的
な
基
準
を
個
人
的
な
水
準
で
は
な
く
国
家
的
な
水
準
で
確
立
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
逆
に
法
を

社
会
的
な
公
と
し
て
示
す
こ
と
に
よ
り
、
法
に
政
治
に
お
け
る
正
当
性
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
法
と
令
と
の
関
連
も
窺
え
る
。

　
「
上
置
軽
、
法
制
殿
、
則
君
母
以
使
臣
、
臣
母
以
事
君
　
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
観
篇
）

　
「
置
法
出
令
、
臨
衆
里
民
、
計
其
威
厳
寛
恵
之
行
瀬
里
民
、
與
不
行
而
害
民
、
而
興
廃
之
単
離
知
也
。
法
身
立
而
害
疎
遠
、
令
一
布
而

不
聴
者
存
、
賎
爵
禄
、
而
母
功
者
富
。
然
則
衆
必
軽
令
、
而
上
位
危
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
観
篇
）

と
い
っ
て
、
法
と
令
と
を
並
べ
て
言
い
、
法
を
令
の
根
拠
と
し
て
い
る
様
が
窺
え
る
。

　
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

　
「
卿
官
署
法
制
、
百
姓
皐
徒
不
従
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
省
篇
）

　
「
故
有
国
之
君
、
筍
不
能
同
人
心
、
一
．
国
威
、
齊
士
義
、
通
馬
之
治
以
為
下
法
、
則
錐
磁
器
地
衆
民
、
猶
不
能
以
子
安
也
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
禁
篇
〉

　
「
交
於
利
通
、
而
獲
於
貧
窮
、
軽
取
於
其
民
、
而
培
地
於
其
君
、
削
喜
喜
書
下
、
柾
法
以
求
君
民
者
、
聖
王
帯
磁
也
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
禁
篇
）

と
言
う
記
述
か
ら
、
法
は
君
権
を
確
立
し
、
中
央
だ
け
で
な
く
地
方
に
も
周
知
さ
れ
政
治
的
な
基
準
と
し
て
確
立
し
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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続
い
て
、
経
済
、
賞
罰
、
君
主
、
官
吏
と
法
と
の
関
連
は
ど
う
説
か
れ
て
い
る
か
見
て
み
る
。

　
経
済
に
つ
い
て
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
力
が
農
業
を
中
心
と
し
た
経
済
力
に
比
例
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
因
る
。

　
「
行
其
田
野
、
視
其
耕
芸
、
計
其
農
事
、
而
飢
飽
之
国
可
以
知
也
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
観
篇
）

　
「
行
其
山
澤
、
観
其
桑
麻
、
計
其
六
畜
之
産
、
而
貧
富
之
可
知
也
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
尋
篇
）

　
「
計
敵
與
、
量
上
意
、
察
国
本
、
観
民
産
之
所
有
鯨
不
足
、
而
存
亡
草
聖
可
知
也
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
観
篇
）

そ
こ
で
、
為
政
者
た
る
君
主
は
、
執
政
上
の
柱
と
し
て
、
法
に
よ
る
人
民
統
制
と
同
時
に
農
業
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
帝
王
者
、
審
所
先
所
後
。
先
民
與
地
、
則
得
　
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嘉
言
篇
）

　
「
暴
民
不
足
以
立
者
、
其
城
不
固
。
民
心
者
、
不
可
副
使
戦
。
民
散
而
不
収
、
則
国
為
丘
嘘
。
留
日
有
地
君
国
、
而
不
務
耕
土
、
寄
生

之
君
也
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
高
篇
）

農
業
に
努
め
ず
経
済
的
な
蓄
積
が
な
け
れ
ば
、

　
「
民
母
絵
積
者
、
其
禁
不
必
止
、
衆
心
遺
苞
者
、
其
戦
不
必
勝
、
現
有
損
聾
者
、
其
守
不
必
固
。
故
令
不
現
行
、
禁
不
必
止
、
笹
蟹
必

勝
、
守
不
必
固
、
則
危
亡
随
其
後
　
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
観
篇
）

と
言
っ
て
、
刑
罰
が
…
機
能
し
な
か
っ
た
り
、
軍
事
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
業
を
促
進
さ
せ
る

た
め
に
、
農
業
を
妨
げ
る
も
の
を
排
斥
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
と
き
、
排
斥
の
根
拠
と
な
る
も
の
が
法
な
の
で
あ

る
。　

「
今
、
工
餅
草
　
、
而
民
不
足
於
器
用
者
、
其
説
在
上
玉
。
農
以
労
　
。
而
天
下
飢
者
、
其
説
在
珍
怪
方
丈
曽
於
前
。
足
留
巧
　
。
而

天
下
論
者
、
其
説
在
文
繍
。
…
…
古
塁
良
工
、
不
労
世
知
巧
以
為
玩
好
。
是
故
、
無
用
之
物
、
工
法
者
不
先
。
」
　
　
　
　
　
（
五
畜
篇
）

法
に
従
っ
て
行
動
す
る
者
に
よ
っ
て
、
農
業
を
阻
害
す
る
要
因
は
排
斥
さ
れ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
法
は
農
業
を
柱

と
す
る
経
済
を
保
証
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
次
に
、
賞
罰
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

賞
罰
は
、
社
会
的
に
明
ら
か
で
確
実
に
執
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

「
明
賞
不
費
㍉
明
刑
不
暴
。
賞
罰
明
、
則
徳
之
至
者
也
。
故
先
王
貴
明
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
言
言
篇
）
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「
良
田
不
在
戦
士
、
三
年
而
兵
弱
。
賞
罰
不
信
、
五
年
而
破
。
上
質
官
爵
、
十
年
而
亡
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
丁
篇
）

確
実
な
実
行
の
際
の
基
本
認
識
は
、
国
家
に
有
用
な
も
の
は
確
実
に
賞
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
確
実
に
刑
罰
の
対
象
と
す
る
信
賞
必
罰

で
あ
る
。

　
「
多
忠
少
欲
智
也
。
為
人
溢
者
之
廣
道
也
。
為
人
臣
者
、
非
有
功
労
興
国
也
、
家
富
而
国
貧
、
為
人
臣
者
之
大
罪
也
。
」
　
（
福
言
篇
）

　
「
用
不
構
其
人
、
家
富
於
其
列
、
其
禄
甚
募
、
而
資
材
甚
聾
者
、
聖
王
之
禁
也
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
芋
苗
）

　
「
聖
王
之
治
民
也
、
進
則
使
無
事
得
其
所
利
、
退
則
使
煙
煤
避
其
所
害
、
中
使
反
則
安
其
位
、
楽
譜
撃
、
務
其
癖
、
営
其
分
、
生
後
止

　
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
禁
篇
）

そ
も
そ
も
、
賞
罰
は
人
民
を
国
家
の
用
に
使
役
す
る
為
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
国
家
に
有
用
か
否
か
を
基
準
に
し
て
賞
罰
が
確
実
に
執
行

さ
れ
な
け
れ
ば
、

　
「
功
多
為
上
、
禄
賞
為
下
、
則
積
労
良
臣
、
不
馴
尽
力
。
治
行
為
上
、
妊
婦
為
下
Y
則
立
身
皇
臣
、
不
馴
端
能
。
県
警
左
右
、
不
論
功

能
而
有
爵
禄
、
則
百
姓
疾
訴
訟
上
、
賎
婦
軽
軽
。
金
玉
貨
財
、
商
質
之
人
、
不
論
志
行
而
有
爵
禄
也
、
則
上
坐
軽
、
法
制
殿
。
権
重
之
人
、

不
論
才
能
而
得
尊
位
、
三
民
倍
本
行
而
求
弓
勢
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
熊
篇
）

　
「
百
姓
疾
怨
非
上
、
賎
爵
軽
禄
、
則
上
母
以
勤
衆
　
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
観
篇
）

と
い
っ
て
、
民
衆
に
怨
み
を
買
う
こ
と
に
な
り
、
且
つ
法
や
令
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
り
し
て
政
治
的
混
乱
が
生
じ
、
人
民
を
国
家
の
た

め
に
使
役
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
。
こ
う
い
つ
た
事
態
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

　
「
毒
而
無
怒
、
此
言
止
愈
速
濟
没
法
也
。
…
…
三
三
葱
速
遂
没
法
、
則
廃
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盛
合
篇
）

　
「
乱
国
之
道
、
易
国
之
常
、
賜
賞
恣
於
己
者
、
聖
王
之
禁
也
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
禁
篇
）

　
「
朝
無
政
則
賞
罰
不
明
。
賞
罰
不
明
、
則
民
軽
三
生
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
兵
法
篇
）

と
い
っ
て
、
賞
罰
は
君
主
の
み
が
行
使
す
る
こ
と
を
確
実
に
し
て
、
そ
し
て
そ
の
君
主
が
、
恣
意
的
で
は
な
く
法
に
従
っ
て
賞
罰
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
、

　
「
禁
罰
威
厳
、
則
簡
慢
之
人
整
齊
。
…
…
明
君
在
上
位
、
刑
罪
罰
寡
。
非
可
刑
而
不
刑
、
非
可
罰
而
不
罰
也
。
」
　
　
　
　
（
八
観
篇
）

と
い
っ
て
、
刑
罰
を
厳
し
く
す
る
こ
と
に
よ
り
国
家
に
と
っ
て
有
害
な
要
因
を
排
除
す
る
こ
と
も
説
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
厳
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罰
主
義
的
な
考
え
と
は
逆
に
、

　
「
薄
微
敏
、
軽
征
賦
、
弛
刑
罰
、
赦
罪
戻
、
宥
小
過
、
此
謂
寛
其
政
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
輔
篇
）

と
も
説
か
れ
て
い
て
、
『
管
子
』
思
想
特
有
の
複
雑
な
様
相
が
刑
罰
に
関
し
て
も
窺
え
る
。

　
君
主
が
賞
罰
を
執
行
す
る
際
に
法
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
根
拠
の
一
つ
は
、

　
「
定
而
履
、
言
庭
其
位
、
行
其
路
、
為
其
事
、
則
民
里
親
職
而
不
乱
、
故
蝉
茸
而
好
配
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宙
合
篇
）

と
い
っ
て
、
君
主
の
行
為
が
人
民
の
規
範
と
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
君
主
が
法
を
人
民
に
遵
守
さ
せ
た
け
れ
ば
、
先
ず
自

ら
が
法
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
を
人
民
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
政
策
の
決
定
も
君
主
の
恣
意
的
に
は
出
来
な

い
も
の
と
さ
れ
る
。

　
「
面
謁
得
於
上
、
則
堂
…
與
成
於
下
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
温
語
）

ま
た
、
経
済
的
な
繁
栄
に
政
治
は
立
脚
す
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
君
主
の
欲
望
は
規
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
君
主
が
浪
費
し
て
人
民

の
怨
み
を
買
う
こ
と
に
よ
り
政
治
的
不
安
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
為
政
者
た
る
君
主
の
行

為
は
、
政
治
的
な
面
と
経
済
的
な
面
と
で
規
制
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
次
に
、
官
僚
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

官
僚
や
官
僚
制
度
に
つ
い
て
は
、

　
「
上
下
乱
、
貴
賎
争
、
長
幼
倍
、
貧
富
失
、
而
国
不
乱
者
、
未
之
嘗
軍
楽
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
輔
篇
）

　
「
左
操
五
音
、
右
執
五
味
、
此
言
君
臣
之
分
也
。
君
出
令
侠
、
故
立
干
左
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奪
合
篇
）

　
「
君
臣
各
能
其
分
、
則
国
寧
　
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宙
合
篇
）

と
い
っ
て
、
君
主
と
臣
下
の
分
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
あ
く
ま
で
も
、
君
主
を
頂
点
と
し
た
政
治
機
構
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
君
主
は
有
能
な
人
材
を
確
実
に
登
用
し
能
力
に
応
じ
て
任
務
を
与
え
、
功
績
に
見
合
っ
た
評
価

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
君
澤
臣
而
任
官
、
則
事
不
三
三
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
星
篇
）

　
「
挙
賢
良
、
務
功
労
、
布
徳
恵
、
則
賢
人
進
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
輔
篇
）
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「
此
言
君
臣
之
所
任
力
無
妄
也
、
而
無
所
不
得
。
得
而
力
務
財
多
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
置
合
篇
）

官
僚
は
実
際
の
政
治
の
担
い
手
で
あ
り
、
人
民
と
直
接
接
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
官
僚
が
正
し
く
な
く
人
民
の
手
本
と
な
ら
な
け

れ
ば
、

　
「
修
行
、
則
不
以
親
為
本
、
治
事
、
則
不
以
廻
転
主
、
挙
母
能
尊
母
功
者
、
聖
王
之
禁
也
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
禁
篇
）

　
「
野
無
吏
、
則
無
蓄
積
。
旧
怨
上
則
器
械
不
功
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
兵
法
篇
）

と
い
っ
て
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
国
家
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
状
態
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
官
僚
を
人
民
の
行
為
の
模
範
と

み
な
す
認
識
は
、
経
回
類
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
外
言
類
で
法
法
篇
を
除
く
七
篇
で
説
か
れ
る
法
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
そ
こ
で
次
に
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
法
掃
墨
の
法
思
想
と

併
せ
て
考
察
を
行
い
外
言
類
に
共
通
す
る
法
思
想
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
う
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
外
言
質
の
法
思
想
と
経
言
類
の
法

思
想
と
の
比
較
検
討
を
行
い
た
い
。

三

【
2
9一

　
外
挿
類
の
各
篇
が
極
め
て
恣
意
的
に
輪
を
展
開
す
る
な
か
で
、
法
の
言
葉
は
八
篇
す
べ
て
に
見
る
こ
と
が
出
来
、
各
篇
で
法
は
政
治
に

係
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
が
政
治
を
議
論
す
る
際
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
と
し
て

強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
で
は
、
外
言
類
は
政
治
と
法
と
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
を
志
向
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
前
章
ま
で
に
見
て
き
た
法
思
想
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
ま
た
同
時
に
、
外
言
類
の
法
思
想
の
特
徴

に
つ
い
て
考
え
、
経
言
類
の
法
思
想
と
の
比
較
を
行
い
た
い
。

　
外
言
質
で
は
、
積
極
的
に
法
と
令
と
を
関
連
付
け
、
そ
し
て
法
を
令
の
根
拠
と
し
て
い
た
。
政
治
的
な
役
割
は
、
人
民
を
農
業
に
向
か

わ
せ
る
事
を
主
と
す
る
国
家
に
よ
る
人
民
利
用
の
手
段
で
あ
る
。
法
が
こ
の
よ
う
な
手
段
と
し
て
説
か
れ
る
の
は
、
農
業
を
中
心
と
し
た

経
済
的
繁
栄
が
国
力
の
強
弱
に
係
わ
る
と
い
う
認
識
に
因
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
農
業
を
促
進
す
る
要
因
を
増
し
且
つ
阻
害
す

る
要
因
を
排
除
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
賞
罰
の
活
用
と
し
て
説
か
れ
る
。
そ
こ
で
、
法
は
賞
罰
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
、



こ
の
規
定
は
、
信
賞
必
罰
で
あ
り
、
厳
罰
主
義
で
あ
る
。
以
上
の
如
き
法
は
国
家
の
基
準
と
し
て
確
立
さ
れ
極
力
安
定
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
法
を
社
会
的
な
公
と
位
置
づ
け
て
、
法
に
社
会
的
基
準
と
し
て
の
正
当
性
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
図
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
法
は
令
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
り
賞
罰
の
規
定
で
あ
っ
た
。
社
会
的
に
は
、
公
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ

り
確
立
と
安
定
が
保
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
外
言
類
で
は
法
と
関
連
し
て
令
や
賞
罰
や
君
臣
関
係
な
ど
の
政
治
的
な
こ
と
が
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。
令
は
、
人
民
を
利
用
す
る
直

接
的
な
手
段
で
あ
り
、
そ
の
実
行
力
の
た
め
に
賞
罰
が
付
随
す
る
。
そ
こ
で
、
令
の
履
行
を
確
実
に
す
る
た
め
に
信
賞
必
罰
が
要
求
さ
れ

る
。
ま
た
、
令
の
履
行
は
、
国
家
目
標
の
達
成
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
君
権
の
確
立
を
行
う
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
賞
罰

は
、
令
に
付
随
し
て
令
の
実
行
力
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
人
民
利
用
の
手
段
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
信
賞
必
罰
が
要
求
さ
れ
、

そ
れ
は
君
主
の
行
為
も
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
君
主
は
、
為
政
者
と
し
て
令
の
履
行
を
確
実
に
す
る
こ
と
と
令
が
自
ら
の
権
威
を
作
る

も
の
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
令
の
履
行
の
た
め
に
は
自
ら
の
行
動
を
恣
意
的
に
は
出
来
な
い
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。
官
僚
は
職
責
、
職

分
を
遵
守
し
実
行
す
る
も
の
だ
け
が
評
価
さ
れ
る
。
君
臣
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
絶
対
で
あ
り
君
主
を
頂
点
と
し
た
政
治
機
構

が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
る
。

　
以
上
、
こ
れ
ら
の
令
、
賞
罰
、
君
臣
関
係
等
の
政
治
的
な
も
の
と
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
す
べ
て
法
に
捕
捉
さ
れ
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
令
の
根
拠
、
信
賞
必
罰
、
君
権
の
確
立
、
君
臣
関
係
等
そ
の
規
定
の
論
拠
を
遡
っ
て
み
る
と
す
べ
て
法
に
至

る
。
例
え
ば
、
君
権
の
確
立
が
令
の
履
行
に
拠
り
、
令
の
根
拠
は
法
で
あ
り
、
令
の
履
行
は
賞
罰
に
拠
り
、
賞
罰
の
実
行
は
信
賞
必
罰
に

拠
り
、
こ
れ
は
法
に
規
定
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
。
こ
の
よ
う
に
、
政
治
的
な
も
の
が
法
に
規
定
さ
れ
集
約
さ
れ
る
結
言
類
の
法
思
想
は

い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
法
を
中
心
と
し
た
社
会
秩
序
を
国
家
的
に
確
立
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
法
法
篇
は
、

法
を
論
じ
る
第
一
が
「
法
を
法
と
す
る
」
と
こ
ろ
が
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
外
言
意
に
お
い
て
は
社
会
的
な
秩
序
が
法

に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
こ
と
が
議
論
以
前
に
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
外
群
類
の
法
思
想
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会

的
政
治
的
要
素
に
必
要
と
さ
れ
る
事
柄
が
帰
納
的
に
集
約
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
は
じ
め
に
「
法
あ
り
き
」
な
の
で
あ
る
。
外

回
類
の
法
思
想
は
法
を
前
提
と
し
て
演
繹
的
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
的
社
会
的
に
下
位
か
ら
政
治
的
上
位
へ
と
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議
論
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
秩
序
が
言
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
上
意
下
達
的
に
社
会
的
秩
序
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
法
を
公
と
定
義
し

た
こ
と
で
あ
る
。
法
を
公
と
定
義
す
る
こ
と
で
、
法
は
国
家
の
基
準
と
し
て
社
会
的
存
在
の
正
当
性
と
安
定
を
保
証
さ
れ
る
。
ま
た
、
同

時
に
法
以
外
の
も
の
を
私
と
し
て
排
斥
す
る
正
当
性
も
保
証
さ
れ
る
。
法
を
公
と
し
て
政
治
的
範
疇
の
最
上
位
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
範
疇
の
も
の
す
べ
て
を
規
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
つ
ま
り
、
外
言
上
の
法
思
想
は
、
政
治
的
上
位
に
法
を
公
と
し
て
位
置

さ
せ
、
そ
の
法
を
下
位
に
被
せ
て
社
会
的
秩
序
と
し
て
確
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
至
言
類
で
、
上
位
で
の
秩
序
を
確
立
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
下
位
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
行
政
機
構
即
ち
君
臣
の
分
の
確
立

に
関
し
て
、
法
に
そ
の
根
拠
を
保
証
さ
れ
た
令
に
つ
い
て
か
ら
窺
え
る
。
外
言
類
で
令
は
、
具
体
的
な
政
策
と
し
て
説
か
れ
る
と
同
時
に

君
権
の
確
立
を
図
る
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
君
権
の
確
立
が
説
か
れ
る
理
由
は
、
君
主
を
頂
点
と
し
た
政
治
機
構
を

政
治
的
秩
序
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
ま
ず
行
政
機
構
の
最
上
位
で
あ
る
君
権
を
確
立
し
、
そ
れ
を
下

位
へ
拡
大
し
被
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
忍
言
類
が
い
か
に
上
位
か
ら
下
位
を
覆
う
か
た
ち
で
秩
序
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
興
言
類
で
、
法
と
政
治
的
範
疇
の
存
在
す
べ
て
と
を
結
び
つ
け
て
議
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
志
向
さ
れ
た
も
の
は
、
政
治
的
秩

序
の
確
立
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
上
位
を
確
立
し
て
下
位
へ
と
押
し
広
げ
被
せ
て
い
く
と
い
う
手
段
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴

と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
政
治
的
秩
序
を
上
位
で
確
立
さ
せ
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
下
位
へ
押
し
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
外
言
類
の
法
思
想

と
経
鼻
類
の
法
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
群
類
の
法
思
想
の
特
徴
を
一
言
で
言
え
ば
、
帰
納
の
経
言
下
、
演
繹
の
外
耳
類

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
経
言
挙
で
は
経
済
的
な
繁
栄
や
現
実
の
政
治
が
よ
り
う
ま
く
行
わ
れ
る
こ
と
等
の
現
実
重
視
の
考
え
が
根
底
に
あ

る
。
そ
こ
で
、
具
体
的
な
政
策
で
あ
る
訓
令
・
禁
令
で
あ
る
令
が
頻
繁
に
言
及
さ
れ
た
。
そ
の
令
が
実
際
に
履
行
さ
れ
る
た
め
に
令
に
賞

罰
規
定
が
付
随
し
た
り
、
官
僚
人
事
の
整
備
、
君
臣
関
係
の
確
立
等
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
本
来
現
実
に
即
し
た
具
体

的
な
政
策
で
あ
っ
た
令
に
規
定
・
基
準
と
し
て
の
意
味
が
生
じ
た
。
そ
れ
が
基
準
と
し
て
の
令
で
あ
り
、
更
に
基
準
と
し
て
の
意
味
が
普

遍
的
一
般
的
に
な
っ
て
、
法
と
し
て
提
唱
さ
れ
る
ま
で
に
到
っ
た
。
こ
こ
ま
で
が
、
経
言
忌
の
法
思
想
で
あ
る
。
現
実
に
即
し
た
政
治
的

要
求
を
う
ま
く
消
化
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
一
つ
の
所
以
が
集
約
さ
れ
て
法
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
は
ま
さ
に
帰
納
的
で
あ
る
。
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外
言
類
は
、
酵
母
類
を
踏
ま
え
て
論
が
展
開
さ
れ
る
が
、
結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
経
響
胴
と
同
じ
過
程
で
法
を
説
く
の
で
は
な
く
、
経

言
々
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
過
程
で
法
を
説
い
て
い
る
。
外
言
類
で
は
、
法
が
議
論
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
る
の
で
な
く
、
法
が
前
提
と
な
っ

て
議
論
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
経
言
揚
で
提
唱
さ
れ
た
法
を
国
家
的
社
会
的
政
治
的
秩
序
と
し
て
最
上
位
に
確
立
さ
せ
る
こ
と

か
ら
説
き
馬
、
そ
う
し
た
う
え
で
下
位
へ
議
論
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
法
を
秩
序
と
し
て
最
上
に
位
置
づ
け
る
た
め

に
、
経
言
類
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
法
を
公
と
す
る
主
張
が
外
言
類
で
は
積
極
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
行
政
機
構
の
議
論
で
考
え
る
と
、
や
は
り
唱
言
類
で
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
令
を
君
権
を
確
立
す
る
も
の
と
す
る
主
張
が
こ

れ
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
上
位
を
根
拠
に
し
て
下
位
へ
議
論
を
拡
大
し
て
い
く
様
は
、
ま
さ
に
演
繹
的
と
い
え
よ
う
。

　
経
言
類
と
外
財
宝
と
の
法
思
想
に
つ
い
て
総
括
す
る
と
次
の
よ
う
に
言
え
る
。
国
家
的
社
会
的
政
治
的
要
求
の
達
成
と
い
う
現
実
重
視

の
考
え
か
ら
帰
納
的
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
が
無
言
類
の
法
思
想
で
あ
り
、
そ
の
法
思
想
を
前
提
に
そ
れ
ら
の
要
求
を
達
成
さ
せ
よ
う
と

し
た
も
の
が
外
言
類
の
法
思
想
で
あ
る
。
こ
の
違
い
か
ら
、
暴
言
類
で
は
、
断
言
類
の
法
を
議
論
の
前
提
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
法
を

公
と
し
た
り
令
を
君
権
の
根
拠
と
し
た
り
す
る
新
し
い
法
思
想
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
唱
言
類
と
外

言
類
と
で
は
法
の
目
的
で
あ
る
政
治
的
要
求
の
根
底
に
あ
る
認
識
は
実
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
経
済
的
繁
栄
が
国
家
的
繁
栄
の

条
件
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
経
畜
類
・
外
言
類
の
両
類
は
、
説
か
れ
方
は
帰
納
、
演
繹
と
異
な
る
け
れ
ど
志
向
す
る
と
こ
ろ
は
同

じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
言
忌
と
善
言
類
は
、
法
に
よ
っ
て
経
済
的
繁
栄
に
立
脚
し
た
国
家
的
繁
栄
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
認
識
に
お

い
て
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
な
さ
れ
る
法
に
つ
い
て
の
議
論
も
そ
の
方
向
性
が
異
な
る
だ
け
で
基
本
的
内
容
は
同
じ
と
言
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
暴
言
類
で
は
、
先
ず
前
提
と
し
て
法
が
確
立
す
る
た
め
に
公
が
言
わ
れ
た
り
、
令
が
君
権
を
確
立
す
る
等
の
里
言
類
に
は
み

る
こ
と
の
で
き
な
い
法
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
外
言
類
が
演
繹
的
な
論
の

展
開
を
行
う
た
め
に
前
提
条
件
を
確
立
さ
せ
る
必
要
か
ら
説
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
経
言
意
の
法
思
想
を
覆
℃
た
り
否
定
す
る
も
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
経
言
類
の
法
思
想
の
理
論
付
け
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
言
霊
の
法
思
想
は
経

言
類
に
な
い
法
思
想
を
新
た
に
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
に
よ
っ
て
志
向
さ
れ
る
こ
と
、
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
等
は
基
本
的

に
連
言
類
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
経
腸
類
の
法
思
想
は
、
外
言
類
の
法
思
想
の
基
本
認
識
と
見
な
し
う
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
予
言
類
の
法
思
想
が
『
管
子
』
の
法
思
想
の
基
本
認
識
と
な
り
う
る
か
否
か
を
確
認
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。
そ
こ

で
、
先
ず
法
を
専
論
と
す
る
法
法
曽
を
考
察
し
、
そ
れ
を
垣
下
と
併
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
言
類
の
法
思
想
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
う
し

た
う
え
で
、
経
国
類
と
外
注
類
は
、
論
の
方
向
性
が
帰
納
と
演
繹
と
で
異
な
り
、
そ
の
為
に
早
言
類
に
新
た
な
法
思
想
が
み
ら
れ
た
が
、

旧
事
と
も
法
を
手
段
と
し
て
志
向
す
る
も
の
は
同
じ
で
あ
り
、
法
思
想
の
基
本
認
識
は
一
致
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
で
経
言
類
の
法
思
想
が
『
台
子
』
の
法
思
想
の
基
本
認
識
と
な
り
う
る
こ
と
の
一
面
が
明
ら
か
に
出
来
た
と
思
う
。
一
面

と
い
う
の
は
『
隠
子
』
の
法
思
想
の
基
本
認
識
は
、
悼
惜
類
と
早
言
類
の
両
説
で
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
経
菌
類
は
、
　
『
鱈
子
』
の
志
向
す
る
経
済
的
繁
栄
に
立
脚
す
る
国
家
的
繁
栄
か
ら
帰
納
的
に
法
思
想
を
説
き
、
興
言
類
は
法
思
想
を

そ
の
志
向
へ
向
け
て
演
繹
的
に
説
い
て
い
る
。
こ
の
関
係
は
、
華
言
類
を
表
と
す
る
と
外
垣
類
は
表
の
理
論
を
補
佐
す
る
裏
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
『
呼
子
』
の
法
思
想
の
基
本
認
識
は
、
両
類
の
表
裏
一
体
と
な
っ
た
も
の
が
そ
う
で
あ
り
、
経
由
類
だ
け
で
は
一
面
と
し
か

言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
言
類
の
法
思
想
は
、
経
糖
類
の
法
思
想
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
志
向
す
る
と
こ
ろ
が

同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
言
類
の
法
思
想
が
『
面
子
』
の
法
思
想
の
基
本
認
識
で
あ
る
と
い
っ
て
も
大
過
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
『
聖
子
』
の
「
法
」
思
想
の
基
本
認
識
は
、
経
言
類
と
外
言
類
と
で
説
か
れ
る
法
思
想
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
今
度
は
こ
れ
が
、

『
逗
子
』
の
他
篇
の
法
思
想
に
演
繹
で
き
る
か
否
か
の
考
証
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
同
時
に
、
「
道
法
」
思
想
と
『
管
子
』
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
想
の
基
本
認
識
と
の
関
わ
り
も
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
言
類
で
は
、
は
っ
き
り
と
「
道
法
」
と
い
う
言
葉
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
「
道
法
」
思
想
を
無
視
し
て
、
『
砂
子
』
の
法
思
想
の
基
本
認
識
は
定
義
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
［
註
］
・

　
　
①
「
『
管
子
』
経
言
類
の
法
思
想
に
つ
い
て
」
（
中
国
哲
学
論
集
1
6
）

　
　
②
『
管
子
』
外
黒
蓋
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
町
田
三
郎
氏
「
管
子
の
思
想
－
外
言
書
を
中
心
に
し
て
i
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
七
輯
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
③
金
谷
治
氏
『
管
子
の
研
究
』
第
二
章
「
『
管
子
』
八
類
の
検
討
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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④⑤⑥
⑦

○
た
と
え
ば
「
悪
説
利
者
就
之
、
危
害
者
去
之
、
此
人
之
情
也
」
（
姦
劫
試
臣
篇
）
「
民
之
故
計
、
寒
雲
安
利
、
三
宝
危
窮
」
（
五
轟
篇
）
な
ど
が
こ
れ
に

あ
た
る

金
谷
治
氏
前
掲
載
書
第
四
章
「
『
管
子
』
」
の
思
想
（
上
）
」
第
四
節
「
法
思
想
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

規
矩
を
用
い
な
け
れ
ば
方
圓
が
書
け
な
い
こ
と
を
、
客
観
的
な
基
準
が
な
け
れ
ば
政
治
が
う
ま
く
行
え
な
い
と
し
て
い
る
例
え
と
同
様
の
も
の
が
、

『
韓
非
子
』
姦
劫
斌
臣
篇
に
あ
る
。
「
無
規
矩
之
法
縄
墨
之
端
、
難
王
爾
、
不
能
以
読
方
園
。
無
威
厳
町
勢
賞
罰
之
法
、
難
尭
舜
、
不
能
以
為
治
。
」

「
明
主
在
上
、
道
法
行
於
国
、
民
皆
舎
所
好
、
而
行
所
悪
」
（
法
法
篇
）

テ
キ
ス
ト
は
四
部
叢
刊
本
と
管
子
纂
詰
を
利
用
し
、
適
宜
、
管
子
集
校
に
よ
っ
て
文
字
を
改
め
た
。
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